










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（２）桜田勝徳「現存漁船資料による日本の船の発達史への接近の試み」『日本の民具』 1958年  角川書店
（３）石井謙治 『日本の船』創元社　1957年  12頁 ／『和船』Ⅰ・Ⅱ（ものと人間の文化史76Ⅰ・Ⅱ）法政
大学出版局 1995年
（４）赤羽正春　「紀元前1850年のエジプト船についてーチキリ・タタラ接合ー」『民具マンスリー』第28巻
１号 神奈川大学日本常民文化研究所  1995年
　　チキリ・タタラ接合の技術が日本海側に偏る事例の分布と考察は「タラ漁業の展開と二枚棚漁船の導入」








（９）National Maritime Museum 『 』 1995年
（10）犬飼哲夫「アイヌの木皮舟（ヤラチップ）」『北方文化研究』第１輯  北海道帝国大学  1939年
（11）赤羽正春「北方の丸木舟の民俗ー東シベリア・アムール川・サハリン・北海道を辿る丸木舟の流れー」
『東北学』５ 東北文化研究センター　2001年  
（12）Romola ＆R．C．Anderson 『ＴＨＥ　ＳＡＩＬＩＮＧ－ＳＨＩＰ』Six Thousand Years of History 
1926  （松田常美訳『帆船ー 6000年のあゆみ』成山堂書店　1999年）
（13）前掲書 37頁。この他に、北方船についての詳細な記述は、次の文献資料に拠った。
　　Alfred Dudszus ＆Ernest Henriot『DICTIONARY　OF　SHIPTYPES』1986 。
（14）赤羽正春「アムール川の川舟ー山丹船とドブネ型刳舟」『もの・モノ・物の世界ー新たな日本文化論』
雄山閣 2002年
（15）М．Г．ЛЕВИНА  ц  Л．П．ПОТПОВА『АТЛАС  СИБИРИ』ИЗДАТЕЯЬСТВО　АКАДЕМИИ　
НАУК　СССР 1961 ＭＯＣＫＢＡ． （監修　Ｍ．Ｇ．レーピン　Ｌ．Ｐ．ポタポフ『シベリア歴史民俗学図解
書』ソ連アカデミー出版　1961年）











（23）Hugo Adolf Bernatzik 『Moken and Semang』Whit Lotus  1977
（23）今まで実見したカヌーは、管見ではすべて平板張りで構成されている。国立民族学博物館の資料等。
映像記録では共同研究員、門田修氏の海工房の映像記録をみても平板張りで造られている。
（24）前掲書（14）参照
（25）赤羽正春『日本海漁業と漁船の系譜』慶友社 1998年。佐藤磯蔵船大工から、北洋の鮭・鱒漁に使う川
崎船では、本来は平板張りの最高度の技術で造られている船であっても、側板を鎧張りにした部分を数
多くしたという証言を得ている。　
（26）大正15年「富山県水産講習所報告」富山県立図書館蔵
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